










に MRI (Magnetic resonance imaging) 装置がある。し




制限 [Watt/kg] を行っている。この制限指標を SAR 
(Specific absorption rate: 比吸収率) と呼んでいる。
MRI 装置が人体に印加する電磁波 (RF) の印加時間は
長時間連続印加するのでは無く電磁波形状を sinc 関数に
して短時間 [ms] で間欠 (パルス) 的に印加されるので
RF パルスと呼ばれている。SAR 値はこの人体に印加する









RF パルス測定には、サーチコイルを使用し RF パルス波
形をデジタルオシロスコープで観察を行った。得られた
RF パルス波形よりπ数、τ長、振幅値を測定し、この値











TR/TE=200 ms/15 ms で一回加算とした。RF パルス形状
計測用オシロスコープは Lecroy Waverunner LT374L 
500 MHz を使用した。  
 
【結果】計測をした MRI 装置で使用されている RF パル
スのπ数、τ長及び振幅値は各 MRI 装置で全て異なって





【考察】MRI 装置の SAR 表示値は MRI 装置毎に異なる
結果を示した。これは SRA 表示方法に関して MRI 装置
各社で独自の考え方を示している結果である。しかし、こ
の結果から MRI 装置を使用する診療放射線技師が SAR
表示特性を理解して MRI 撮像を行う必要がある。 
 
【結論】MRI 装置で表示される SAR 値は、MRI 装置各
社で SAR 計測方法と表示方法が異なっていた。このこと
を理解して MRI 撮像を行う必要がある。 
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